
福祉と介護の事例発表会

教員紹介

活動の目的

連携にいたる経緯

活動の成果 今後の課題・目標

活動地域

実施年度

主な連携先・メンバー

堺市健康福祉局長寿社会部地
域包括ケア推進課／堺市老人
福祉施設部会

大阪府堺市

2018年度～継続中

・事業参加学生が福祉職、介護職の取組みから高齢者福祉の現場を学ぶ。
・堺市内の福祉及び介護に従事する職員が他施設の事例を学ぶ。
・福祉及び介護の仕事へのイメージがよくなり、福祉及び介護の仕事に従事する人が増える。
・参加した職員、発表した職員双方の介護技術向上につながり、福祉と介護の質が向上する。

高齢化の進展に伴い、要介護等高齢者が増加する一方で、介護従事者の入職率は伸び悩んでおり、2016年度に堺市が実施
した高齢者等実態調査においては、職員数が不足していると感じている介護事業者が半数以上を占めている。福祉及び介護
の人材確保のため、教育機関と行政が連携し、福祉職及び介護職の魅力発信を行う。

「さかいの街で高齢者の『やりたい』を応援する」をテーマに、市内介護事業所の活動発表会及び就職相談会を行う。

・2019年度堺市働きやすく魅力あふれる介護事業所等表彰 表彰式
事業所表彰 5法人6事業所
きらめき職員表彰 5法人6事業所13人

・実践発表会（口述発表）
口述発表20演題
講演会及び講評

・実践発表内容のポスター掲示及び就職相談会 27法人

参加者の5割の方が、介護のイメージが良くなった
と回答した。また、「発表や展示によって他の事業所
における取組を知ることができてよかった」「日ごろ
の取組を発表でき、やりがいを感じた」といった答え
もあり、他の様々な施設の発表を聴くことや、普段の
取組について発表する場があることによって、介護の
可能性を感じてもらえるイベントとなった。

人間健康学部推進事業

事業
領域

堺市推進事業

活動内容

参加者のほとんどが介護の関係者で学生の参加が少な
かったことについて、「開催日であった9月は、学生にとっ
て長期休暇中であったり実習の時期であるため参加が難し
い」などの意見があったため、次年度以降の開催時期につ
いて検討する必要がある。また、学校との連携を深め、学
生の参加を増やしていきたい。

健康づくり・
地域福祉の推進

人間健康学部教授 岡田 忠克（おかだ ただかつ）
大阪府堺市生まれ。大阪市立大学大学院生活科学研究科後期博士課程単位取得後退学。
現在、関西大学人間健康学部教授。博士（学術）。 専門は社会福祉政策で、主著は、『社会福祉の理論と
政策』（中央法規出版）、『よくわかる社会福祉』（ミネルヴァ書房）、『転換期における福祉国家』
（関西大学出版部）、ほか多数。

教員の専門分野・
学生活力の活用


